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市
の
歴
史
、
民
俗
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
蒲
郡
市

博
物
館
は
、
市
民
に
開
か

れ
た
研
究
機
関
の
一
つ
で

あ
り
、
一
九
七
九
年
に
郷

土
資
料
館
と
し
て
開
館
さ

れ
ま
し
た
。
蒲
郡
市
博

物
館
の
主
な
役
割
と
し
て

は
、
文
化
財
に
関
す
る
資

料
の
収
集
、
保
管
、
整
理
、

展
示
、
調
査
研
究
、
教
育
・
普
及
啓
蒙
活
動
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
ど
の
地
域
で
も
数
多
く
の
文
化
関
連
施
設
が
併
存
し
、
多

様
な
情
報
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、「
知
」
の
拠
点
と
し
て
の
博

物
館
が
求
め
ら
れ
る
も
の
に
お
い
て
も
変
化
が
見
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
集
め
て
、
伝
え
る
」
と
い
う
基
本
的
な
活
動
に
加
え
て
、「
知
の
楽
し
み

を
分
か
ち
合
う
」
と
い
う
活
動
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
博
物
館
利

用
者
の
多
様
な
要
求
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
充
実
し
た
博
物
館
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。
博
物
館
を
取
り
巻
く
関
連
機
関
と
の
コ
ラ
ボ
や
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
作
品
展
示
会
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
等
を

行
い
、
よ
り
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
、
活
用
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を

積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
映
画
「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
を
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
真
夜
中
に
、
魔
法
の
石
板
の

力
に
よ
っ
て
展
示
物
が
動
き
出
し
て
し

ま
う
と
い
う
不
思
議
な
博
物
館
を
舞
台

に
し
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
コ
メ
デ
ィ
の
シ

リ
ー
ズ
で
す
。
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
や
モ
ア
イ
像
、
ロ
ー
マ
の
グ
ラ
デ
ィ

エ
ー
タ
ー
が
動
い
た
り
、
闘
っ
た
り
す
る
シ
ー
ン
に
わ
く
わ
く
し
、
博
物

館
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
」
で
は
、
国
立
ア
メ
リ
カ
史
博
物
館
か
ら

国
立
航
空
博
物
館
等
、
十
四
も
の
美
術
館
、
博
物
館
が
立
ち
並
ん
だ
世
界

最
大
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
（
群
）
が
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
魔
法

の
力
に
よ
っ
て
動
き
出
す
の
は
リ
ン
カ
ー
ン
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
。「
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
３
」
で
は
舞
台
が
大
英
博
物
館
に
移
り
、
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ

ス
や
ソ
ウ
リ
ュ
ウ
、
円
卓
の
騎
士
が
動
き
出
す
シ
ー
ン
も
あ
り
、
命
が
吹

き
込
ま
れ
た
展
示
物
を
見
て
、
面
白
さ
を
感
じ
た
家
族
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

蒲
郡
市
博
物
館
に
は
、
蒲
郡
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
民
俗
展

示
室
や
歴
史
展
示
室
が
あ
り
ま
す
。
魔
法
の
石
板
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、

目
を
閉
じ
、
そ
の
時
代
の
人
々
の
生
活
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
蒲

郡
の
今
と
昔
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

早
朝
、
博
物
館
の
展
示
室
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
る
時
、
い
つ
も

念
じ
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
「
鎧
武
者
よ
」

　
　
「
俊
成
様
よ
」

　
　
　
　

飛
び
出
て
こ
い
！

「
博
物
館
」
に
遊
び
に
行
こ
う
!!

　
　
　
　
　

蒲
郡
市
教
育
委
員
会

蒲
郡
市
博
物
館
長

　三

浦

彰

司
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蒲
郡
民
謡
会

　
　
　

木
村
君
多
香

　

　

昭
和
五
十
三
年
入
会
し
、

皆
々
様
の
暖
か
い
御
指
導
の
御

陰
に
て
四
十
年
続
け
て
来
ら
れ

ま
し
た
事
を
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
唄
を
愛
す
る
心
が

和
と
成
り
、
無
我
夢
中
で
歩
ん

で
参
り
ま
し
た
。

　

民
謡
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
そ

の
音
楽
性
、
文
学
性
、
或
い
は

民
俗
性
な
ど
、
色
々
評
価
さ
れ

ま
す
が
、
最
も
魅
力
あ
る
点
は
、

各
唄
そ
れ
ぞ
れ
が
故
郷
を
持
っ

て
い
る
こ
と
。
そ
の
故
郷
は
、

美
し
い
山
川
で
あ
り
、
温
も

り
の
心
を
伝
導
す
る
響
き
で
あ

り
、
豊
か
な
ゆ
と
り
を
感
じ
さ

せ
る
旋
律
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
民
謡
は
理
屈
抜
き
に
、
私

達
の
心
に
楽
し
さ
と
和
や
か
さ

を
も
た
ら
す
音
楽
で
す
。

　

代
表
的
な
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」

「
炭
坑
節
」「
郡
上
節
」
等
は
各

地
の
盆
踊
り
で
唄
い
継
が
れ
て

伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
消
え

ゆ
く
名
曲
も
年
々
増
え
案
じ
ら

れ
る
近
頃
で
す
。
日
本
芸
術
・

芸
能
を
次
代
へ
伝
承
し
、
普
及

活
動
も
難
し
く
充
分
な
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
来
て
お
り
ま
す
。

　

学
業
の
都
合
や
子
供
達
の
趣

味
の
多
様
化
、
社
会
風
潮
の
変

化
等
様
々
な
理
由
で
、
子
供
達

を
民
謡
に
引
き
つ
け
る
の
が
困

難
な
現
状
で
す
が
…
。

故
郷
へ
研
修
旅
行
に
出
掛
け
、

地
元
の
方
々
と
唄
い
、
盆
踊
り

の
輪
の
中
に
参
加
し
、
楽
し
い

思
い
出
作
り
か
ら
親
し
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

民
謡
は
、
人
々
の
生
活
や
精

神
を
潤
し
、
創
造
活
動
を
続
け

て
い
け
る
文
化
だ
と
思
い
ま

す
。
神
仏
に
合
掌
し
、
豊
作
を

喜
び
、
冠
婚
葬
祭
に
唄
い
踊
り

続
け
る
時
、
里
の
唄
の
民
謡
は
、

こ
れ
か
ら
も
伝
承
し
続
け
ら
れ

て
行
く
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
会
員
も
元
気
、
や
る
気
、

勇
気
を
人
生
の
応
援
歌
と
し
て
、

民
の
唄
〝
民
謡
〟
を
守
り
続
け

て
行
け
ま
す
様
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ウ
ィ
ン
ギ
ン
グ
蒲
郡
２
０
１
７

　

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
よ
る

ジ
ャ
ズ
と
流
行
歌

　

今
年
度
は
、
25
日
㈯
に
高
澤

綾
さ
ん
に
よ
る
管
楽
器
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
中
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、
舞
台
に
も
６
人
ほ
ど
が
上

が
っ
て
呼
吸
の
仕
方
や
吹
き
方

な
ど
を
一

時
間
に
わ

た
っ
て
教

え
て
頂
い

た
。
そ
の

あ
と
、
公

開
リ
ハ
ー

サ
ル
が
大

ホ
ー
ル
で

30
分
ほ
ど

行
わ
れ
た
。

　

26
日
㈰

は
、
お
天

気
も
良
く
、

多
く
の
人

が
早
く
か

ら
並
ば
れ

た
。
千
人

ほ
ど
が
入
る
な
か
「
シ
ッ
ク
ス

テ
ィ
ー
ン
・
メ
ン
・
ス
ウ
ィ
ン
ギ

ン
」か
ら
一
部
が
始
ま
っ
た
。「
私

の
青
空
」
な
ど
懐
か
し
い
曲
が
演

奏
さ
れ
最
後
の
曲
メ
モ
リ
ー
ズ

オ
ブ
ユ
ー
で
は
、
地
元
の
吹
奏
楽

OB
に
よ
る
演
奏
が
お
こ
な
わ
れ
、

市
長
も
フ

ル
ー
ト
で

参
加
。
二

部
は
、
デ

ビ
ュ
ー
間

も
な
い
十

代
の
Duo
の

歌
声
に
の

せ
て
ザ
・

ピ
ー
ナ
ツ
の
「
恋
の
バ
カ
ン
ス
」

で
始
ま
る
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や

サ
ッ
ク
ス
の
音
に
負
け
な
い
素
晴

ら
し
い
歌
声
で
あ
っ
た
。
メ
ン

バ
ー
一
人
一
人
も
経
験
豊
富
な

方
ば
か
り
の
な
か
「
Ａ
列
車
で

行
こ
う
」、「
四
月
の
パ
リ
」
な
ど

が
演
奏
さ
れ
、
ド
ラ
ム
や
ベ
ー

ス
の
迫
力
あ
る
シ
ー
ン
も
あ
り

と
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
生
の

ジ
ャ
ズ
演
奏
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
く
な
か
最
後
の
曲
「
シ
ン

グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」
で
二
時

間
の
楽
し
い
時
間
を
満
喫
し
た
。

文
化
の
継
承

文
化
事
業

君多香会三十周年
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文

協

講

座

▼
菊
花
教
室

日　

時　

６
月
４
日
㈰
・
６
月
25
日
㈰

　
　
　
　

７
月
16
日
㈰
・
８
月
６
日
㈰

全
４
回　

９
時
半
～
12
時

会　

場　

市
民
会
館

講　

師　

菊
花
部
会

参
加
費　

３
千
円

申
込
〆　

５
月
19
日
㈮

▼
詩
吟
と
歌
謡
吟
詠
教
室

日　

時　

６
月
７
日
㈬
・
６
月
14
日
㈬

　
　
　
　

６
月
21
日
㈬
・
６
月
28
日
㈬

全
４
回　

13
時
～
15
時

会　

場　

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

講　

師　

常
磐
川
藤
明

参
加
費　

千
円

申
込
〆　

５
月
29
日
㈪

▼
ち
ぎ
り
絵
教
室

日　

時　

９
月
９
日
㈯
・
９
月
16
日
㈯

　
　
　
　

９
月
23
日
㈯
・
９
月
30
日
㈯

全
４
回　

13
時
半
～
15
時
半

会　

場　

市
民
会
館

講　

師　

大
塚　

幸
子

参
加
費　

２
千
円

申
込
〆　

８
月
25
日
㈮

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

市
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
書
道
部
会

　

７
月
22
日
㈯
～
８
月
24
日
㈭

▼
写
真
部
会

　

８
月
26
日
㈯
～
９
月
21
日
㈭

▼
県
美
入
選
作
品

　

10
月
21
日
㈯
～
11
月
23
日
㈭

▼
工
芸
部
会

　

２
月
３
日
㈯
～
３
月
８
日
㈭

市
民
病
院
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
展
示
掛
け
替
え

　

９
月
30
日
㈯　

３
月
31
日
㈯

市
役
所
ロ
ビ
ー
生
け
花
展
示

華
道
部
会
が
毎
週
生
け
替
え
し
ま
す
。

月

例

茶

会

▼
鈴
木

　博
翠
（
薫
風
流
）

　

６
月
４
日
㈰

▼
福
井

　宗
苗
（
宗
徧
流
）

　

７
月
９
日
㈰

▼
大
場

　宗
由
（
裏
千
家
）

　

９
月
10
日
㈰

▼
遠
山

　翠
雲
（
表
千
家
）

　

10
月
１
日
㈰

▼
本
多

　宗
峰
（
裏
千
家
）

　

12
月
10
日
㈰

＊
す
べ
て
10
時
～
15
時

　

市
民
会
館
三
興
庵
に
て

　

１
席　

５
百
円

県

文

連

事

業

▼
東
三
河
部
芸
能
大
会

　

７
月
９
日
㈰　

12
時
半
～

　

蒲
郡
市
民
会
館　

中
ホ
ー
ル

▼
県
文
連
美
術
展

　

９
月
27
日
㈬
～
10
月
１
日
㈰

　

愛
知
県
美
術
館

▼
愛
知
県
民
茶
会

　

10
月
15
日
㈰

　

東
郷
町
総
合
体
育
館

平成 29年度　文 協 事 業 ご 案 内平成 29年度　文 協 事 業 ご 案 内

市役所ロビー展示

蒲
郡
市
文
化
協
会
総
会

日
時　

４
月
22
日
㈯

　
　
　

13
時
半
～

会
場　

市
民
会
館
東
ホ
ー
ル 

特
別
会
員
募
集

文
化
協
会
の
趣
旨
に
ご
賛
同
下

さ
る
個
人
・
法
人
の
方
々
に
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

＊
一
口
五
千
円
（
口
数
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
）
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図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）

ほっこりあったか絵手紙展  4月16日㈰～  5月  7日㈰

「子ども読書の日」記念　おたのしみ会  4月23日㈰　14時～15時

楽墨会小品展  5月10日㈬～28日㈰

蒲郡凸凹（デコボコ）地形さんぽ
 5月13日㈯13時～16時　形原のまちあるき
 5月27日㈯12時～16時　三谷のまちあるき
申込み4/13~5/7　参加費各500円　定員各30名

第59回水道週間ポスター展  6月  1日㈭～  7日㈬

平成29年度 教科書展示会  6月10日㈯～  7月  4日㈫

図書館企画展  7月  8日㈯～23日㈰

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）

SL写生大会作品展  6月10日㈯～18日㈰

そ の 他 の 会 場 　（問合せ TEL68−5509）

《フレンドギャラリ－たか》 第９回楽寿会墨彩画展 4月11日㈫～16日㈰

《豊川市桜ヶ丘ミュージアム》 竹風会水墨画展 4月18日㈫～23日㈰

お 　 知 　 ら 　 せ

春 の 文 協 ま つ り ご 案 内
市 民 会 館

博物館ギャラリー 10時～17時
（最終日16時まで）

蒲郡俊成短歌大会
4月29日㈷ (中ホール)

13時～ 16時

俳句会 (大会議室)
5月20日㈯
13時～ 16時

華道展 （東ホール）
5月20日㈯・21㈰
9時30分～ 17時

芸能発表会 (中ホール)
5月21日㈰
10時～ 17時

菊花研究会 (中会議室)
5月21日㈰
13時30分～

書道・工芸展 (東ホール)
5月26日㈮～ 28㈰
10時～ 17時

盆栽・皐月展 (大会議室)
5月27日㈯・28㈰
9時30分～ 17時

水石展 (中会議室)
5月27日㈯・28㈰
9時30分～ 17時

ふれあい茶会 (2F会議室)
5月28日㈰
10時～ 15時

水墨画展
5月12日㈮～ 14㈰

絵画展
5月19日㈮～ 21日㈰

写真展
5月26日㈮～ 28日㈰


